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四半期決算説明会開催の有無    ：無 

 

   

 

 
  

 
(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の23年３月期第１四半期及び22年３月期第１四半期につきまして

は、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ：有 
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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 885 28.3 △39 ― △48 ― △44 ―

22年３月期第１四半期 690 △25.7 △63 ― △73 ― △59 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △1,446 .46 ―

22年３月期第１四半期 △1,962 .74 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 3,475 2,113 60.0 68,490 .38

22年３月期 3,649 2,192 59.4 71,255 .88

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 2,084百万円  22年３月期 2,168百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 .00 ― 1,000 .00 1,000 .00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 0 .00 ― 1,000 .00 1,000 .00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,000 41.5 40 ― 28 ― 4 ― 131 .44

通期 4,000 26.7 190 ― 170 ― 85 ― 2,793 .02



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「1.当四半期の連結業績等に関する定性的情報(3)連結業績予想に関

する定性的情報」をご覧ください。 

・平成22年５月12日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細につきましては、平成22年８

月11日付「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  (注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

  (注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

  (注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務

 諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 30,920株 22年３月期 30,920株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 487株 22年３月期 487株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 30,433株 22年３月期１Ｑ 30,433株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期における我が国経済は、景気は着実に持ち直してきているものの、自立回復への基盤が

整いつつも、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状況にあります。  

 情報サービス産業では、依然として下降局面にあるともいえますが、第145回日銀短観によると、

2010年度ソフトウエア投資は、全規模合計で前年比3.1％増と持ち直す気配があります。 

このような状況の下、当社グループは、例年、ソフトウエア需要が低調となる第１四半期を乗り越え

るべく、既存のお客様からの案件の掘り起こしと共に、新規のお客様獲得にも地道に取り組んでまいり

ました。昨年の同期に比べると、市況も上向きになりつつあり、好機に転換しつつあること、さらに

は、課題であった、リードタイムの短縮も徐々に効果が出始め、対前年比は改善しております。 

その結果、当第１四半期の連結売上高は885,352千円(前期比28.3％増)、営業損失39,453千円(前年同

期は営業損失63,339千円)、経常損失48,440千円(前年同期は経常損失73,494千円)となりました。特別

利益に、受注損失引当金戻入額15,861千円、特別損失に、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額

10,191千円などを加味した結果、税金等調整前四半期純損失は32,057千円(前年同期は税金等調整前四

半期純損失72,954千円)となりました。  

部門別の売上高の状況 

① ビジネス・ソリューション部門  

 ビジネス・ソリューション部門では、貿易業務等の業務基盤システム構築支援といった、基盤シス

テムの設計コンサル案件が堅調です。コンサルティングは、例年並みの売上に戻りつつあります。ま

た、ネットサービス業のお客様に対する各種業務システムの構築といった開発が貢献しました。その

結果、当第１四半期の売上高は、696,429千円(前年同期比53.6％増)となりました。  

② エンジニアリング・ソリューション部門  

 エンジニアリング・ソリューション部門では、メーカー企業様の研究開発の支援、シュミレーショ

ンシステム開発の支援といった案件が堅調でした。同期比過去２番目の売上高であった昨年を上回る

売上高となりました。当第１四半期の売上高は、143,330千円(前年同期比26.5％増)となりました。 

③ 教育ソリューション部門  

 教育ソリューション部門では、第２四半期へのスリップや、お客様企業の教育予算縮小の影響など

から、第１四半期としては低調な結果となりました。前年同期は、好調であったため、前年同期比を

大きく割り込むこととなりました。当第１四半期における売上高は、45,592千円(前年同期比63.1％

減)となりました。  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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 ① 資産、負債及び純資産の状況 

(ⅰ) 資産  

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて、3.4％減少し、1,708,074千円となりました。これは、

主として「売掛金」が73,795千円減少し、一方で、「仕掛品」が33,884千円増加したことなどによ

ります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて、6.1％減少し、1,767,565千円となりました。これは、

主として「差入保証金」が、54,977千円減少したことなどによります。  

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、4.8％減少し、3,475,639千円となりました。 

(ⅱ) 負債  

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて、6.9％減少し、1,156,791千円となりました。これは、

主として「その他」に含まれる未払金が、41,073千円減少したことなどによります。  

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて、4.4％減少し、205,727千円となりました。これは、主

として「長期借入金」が7,638千円減少したことなどによります。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、6.5％減少し、1,362,519千円となりまし

た。 

(ⅲ) 純資産  

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.6％減少し、2,113,120千円となりました。これは、

主として「利益剰余金」に含まれる繰越利益剰余金が74,554千円減少したことなどによります。  

(ⅳ) キャッシュ・フローの状況の分析 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前第１四

半期連結会計期間末に比べて、67,729千円増加し、805,902千円となりました。 

(a) 営業活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期連結会計期間における営業活動の結果41,490千円(前年同期比7,425千円減)の資

金が得られました。主な内容としては、収入が、売上債権の減少額73,795千円などによるもので

す。支出としては、たな卸資産の増加額33,751千円などとなっております。 

(b) 投資活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期連結会計期間における投資活動の結果16,182千円(前年同期比56,268千円増)の資

金が得られました。主として、差入保証金の回収による収入が24,353千円となっております。 

(c) 財務活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期連結会計期間における財務活動の結果51,295千円(前年同期比26,546千円減)の資

金を支出しました。主として、長期借入金の返済による支出28,467千円となっております。 

  

第１四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成22年５

月12日に公表いたしました平成23年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想を修正し

ております。 

 詳細につきましては、本日別途開示する「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

  

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の

業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

① 会計処理基準に関する事項の変更 

(1)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用 

 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３

月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号

平成20年３月10日）を適用しております。 

 これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

(2)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業損失及び経常損失が525千円、税金等調整前四半期純損失が10,717千円それぞれ増

加しております。 

  

② 表示方法の変更 

四半期連結損益計算書関係 

(1)「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 

(2) 前第１四半期連結累計期間に区分掲記しておりました「受取利息」は重要性が乏しいため、営業

外収益の「その他」に含めて表示しております。なお、当第１四半期連結累計期間の「受取利息」

は、10千円となっております。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 855,902 849,554

売掛金 634,498 708,293

商品 4,458 4,590

仕掛品 50,925 17,040

その他 165,673 191,745

貸倒引当金 △3,383 △3,403

流動資産合計 1,708,074 1,767,822

固定資産   

有形固定資産 69,557 74,968

無形固定資産   

のれん 812,319 831,906

その他 116,573 122,648

無形固定資産合計 928,892 954,555

投資その他の資産   

投資有価証券 423,621 450,635

その他 400,909 457,624

貸倒引当金 △55,415 △55,625

投資その他の資産 769,115 852,634

固定資産合計 1,767,565 1,882,158

資産合計 3,475,639 3,649,981

負債の部   

流動負債   

買掛金 118,033 118,756

短期借入金 667,500 757,392

1年内返済予定の長期借入金 149,779 88,216

未払法人税等 2,265 4,414

賞与引当金 18,027 46,181

その他 201,186 227,387

流動負債合計 1,156,791 1,242,347

固定負債   

長期借入金 170,240 177,878

負ののれん 34,222 36,123

その他 1,265 1,190

固定負債合計 205,727 215,191

負債合計 1,362,519 1,457,539
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 797,550 797,550

資本剰余金 1,181,070 1,181,070

利益剰余金 132,093 206,546

自己株式 △20,277 △20,277

株主資本合計 2,090,435 2,164,889

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △6,067 3,641

評価・換算差額等合計 △6,067 3,641

新株予約権 28,752 23,911

純資産合計 2,113,120 2,192,441

負債純資産合計 3,475,639 3,649,981
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 690,031 885,352

売上原価 541,879 672,627

売上総利益 148,152 212,725

販売費及び一般管理費 211,491 252,179

営業損失（△） △63,339 △39,453

営業外収益   

受取利息 1,211 －

受取配当金 1,875 2,174

保険解約返戻金 1,070 －

負ののれん償却額 － 1,901

その他 1,126 2,234

営業外収益合計 5,283 6,309

営業外費用   

支払利息 1,979 3,590

持分法による投資損失 12,760 10,761

その他 697 944

営業外費用合計 15,438 15,296

経常損失（△） △73,494 △48,440

特別利益   

投資有価証券売却益 － 7,431

受注損失引当金戻入額 － 15,861

貸倒引当金戻入額 540 29

その他 － 3,334

特別利益合計 540 26,657

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,191

その他 － 82

特別損失合計 － 10,273

税金等調整前四半期純損失（△） △72,954 △32,057

法人税、住民税及び事業税 11,500 782

法人税等調整額 △26,144 11,180

法人税等合計 △14,644 11,962

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △44,020

少数株主利益 1,422 －

四半期純損失（△） △59,732 △44,020
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △72,954 △32,057

減価償却費 26,297 16,822

のれん償却額 10,424 17,685

貸倒引当金の増減額（△は減少） △540 △29

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,393 △28,153

受注損失引当金の増減額（△は減少） 2,022 △17,845

受取利息及び受取配当金 △3,086 △2,184

支払利息 1,979 3,590

持分法による投資損益（△は益） 12,760 10,761

投資有価証券売却損益（△は益） － △7,431

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,191

売上債権の増減額（△は増加） 149,113 73,795

たな卸資産の増減額（△は増加） △21,636 △33,751

仕入債務の増減額（△は減少） 11,201 △723

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △10,359 △32,209

未払又は未収消費税等の増減額 △4,983 11,528

その他の資産の増減額（△は増加） △15,657 32,170

その他の負債の増減額（△は減少） 45,682 20,624

その他 2,015 1,356

小計 111,886 44,139

利息及び配当金の受取額 4,081 2,197

利息の支払額 △1,030 △3,008

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △66,021 △2,874

その他 － 1,037

営業活動によるキャッシュ・フロー 48,915 41,490

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,167 △3,500

無形固定資産の取得による支出 △22,290 △5,433

投資有価証券の取得による支出 △14,656 △6,805

投資有価証券の売却による収入 － 14,382

差入保証金の回収による収入 － 24,353

その他 29 △6,815

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,085 16,182
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 760,000 810,000

短期借入金の返済による支出 △763,000 △817,500

長期借入金の返済による支出 － △28,467

配当金の支払額 △21,748 △15,328

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,748 △51,295

現金及び現金同等物に係る換算差額 △693 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △16,611 6,377

現金及び現金同等物の期首残高 748,849 799,554

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 5,935 －

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △30

現金及び現金同等物の四半期末残高 738,172 805,902
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当第１四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

 該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当第１四半期連結会計期間における受注実績を部門別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １ 金額は、販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 前連結会計年度まで区分表示しておりました「経営コンサルティング事業」及び「製品開発・販売事業」に

つきましては、当第１四半期連結会計期間より「ビジネス・ソリューション部門」に含めることといたしま

した。そのため、前年同四半期の数値を変更後の部門区分に組み替えて、前年同四半期との比較を行ってお

ります。 

  

当第１四半期連結会計期間における販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 前連結会計年度まで区分表示しておりました「経営コンサルティング事業」及び「製品開発・販売事業」に

つきましては、当第１四半期連結会計期間より「ビジネス・ソリューション部門」に含めることといたしま

した。そのため、前年同四半期の数値を変更後の部門区分に組み替えて、前年同四半期との比較を行ってお

ります。 

  

4. 補足情報

生産、受注及び販売の状況

(1) 受注実績

部門別 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

ビジネス・ソリューション部門 839,216 194.0 723,382 162.5

エンジニアリング・ソリューション部門 221,206 176.2 121,815 108.3

教育ソリューション部門 111,998 179.9 71,524 156.1

合計 1,172,420 189.0 916,723 151.9

(2) 販売実績

部門別 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

ビジネス・ソリューション部門 696,429 153.6

エンジニアリング・ソリューション部門 143,330 126.5

教育ソリューション部門 45,592 36.9

合計 885,352 128.3

相手先

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

伊藤忠テクノソリュー 
ションズ株式会社

70,030 10.1 ― ―

ＮＴＴラーニング
システムズ株式会社

69,903 10.1 ― ―
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